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研究成果の概要（和文）：ソーシャルキャピタルと障害者に対するケアマネジメントに関連す

る文献研究および事例研究を通してケアマネジメントにおけるソーシャルキャピタル概念の解

明を目的に研究を実施した。パーソンセンタードプランニング（PCP）とストレングス・ケアマ

ネジメント（SCM）に関して理論的な整理を行い、このモデルをもとに事例分析を実施した。そ

の結果、PCPとSCMのいずれの手法もエンパワメントには（ソーシャルキャピタルに関連する）イ

ンフォーマルサポートの有効性が示された。 
 
研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to clarify a concept on social capital in 
care management for persons with disabilities by searching literatures on social capital 
and by case studies of care management.  We focused on person centered planning (PCP) 
and strength case management(SCM). We can see from case studies in PCP and SCM that 
informal supports involved in social capital in these care management methods are 
effective in strengthen empowerment of persons with disabilities.  
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１．研究開始当初の背景 
障害者に対するケアマネジメントでは、

障害者のエンパワメントへの支援が最も基

盤となる取り組みであることが多くの文献

から指摘されている。ケアマネジメントに

おけるエンパワメント支援の内容は、自己

決定の支援、サービス利用に向けての主体

的な行動の教育と訓練プログラムをあげる

ことができる。このような支援は、インフ
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ォーマルな社会資源である自立生活センタ

ー（身体障害者を主に対象にしている）で

はかなり試みられているが、知的障害者お

よび精神障害者を対象にした取り組みでは

まだ少ない現状があり、この分野でのケア

マネジメント実践においては、エンパワメ

ントを促進するための社会資源としてイン

フォーマルな社会資源の開発の必要性が高

いことがある。これまで、ケアマネジメン

トにおける社会資源の整備に関しては、入

所施設からの地域移行、精神科病院からの

退院促進が障害者福祉施策の大きな柱であ

ることもあり、グループホームなどの地域

居住の資源と通所活動の資源の整備などの

フォーマルな社会資源の整備が重視されて

きた。「ソーシャルキャピタル」概念に関し

ては、社会福祉学において、「慈善、仲間、

相互の共感、グループ内の人間関係、信頼、

規範、ソーシャルネットワークといった個

人の成長に有用な資源」（現代社会福祉辞典、

有斐閣、2003 年）といった定義がなされ、

すでに、健康社会学や公衆衛生学では、地

域住民の健康状態に大きな影響を与えてい

ることが研究されている。また、社会福祉

学でも高齢者福祉分野を中心に高齢者の精

神的な健康との関連についての調査研究が

増加しつつある。 
 
２．研究の目的 
この研究では、「ソーシャルキャピタ

ル」概念によるケアマネジメントにおけ

る社会資源の整理と「ソーシャルキャピ

タル」として位置づけられた社会資源が

障害者のエンパワメントを志向している

ケアマネジメントに与える影響について

の理論的な検討と実証的な調査研究の２

側面から解明することを目的とした。 

３年間の研究において次の３つの課題を

１か年ごとに段階的に推進することによっ

て明らかにしていく。 
(1)障害者に対するケアマネジメントにおけ

るインフォーマルな社会資源の内容の整理

と「ソーシャルキャピタル」概念との関係

を文献的に整理し、「エンパワメント」と

の関係を検討する。 
(2)文献的に整理された「ソーシャルキャピ

タル」概念を用いて、「エンパワメント」

を促進する実践的なケアマネジメントモデ

ル（個人中心計画モデル、ストレングス・

ケアマネジメントモデル）に焦点をあて分

析を行う。あわせて、日本、アメリカ、韓

国におけるケアマネジメントモデルの比較

もあわせて実施する。 
(3)「エンパワメント」に関係する実践的な

ケアマネジメントモデルの分析を通して、

その実践モデルにおける「ソーシャルキャ

ピタル」概念の有効性と課題について整理

を行う。また、日本、アメリカ、韓国にお

けるケアマネジメントモデルの比較により、

「ソーシャルキャピタル」概念のケアマネ

ジメント実践における普遍性についても検

討を行う。 
 
３．研究の方法 
障害者に対するケアマネジメントモデル

および社会福祉学分野における「ソーシャ

ルキャピタル」概念に関する国内および海

外（主に、アメリカ、韓国）の文献を収集

する。収集された文献からケアマネジメン

トモデルにおけるインフォーマルな社会資

源の内容の整理と「ソーシャルキャピタル」

概念との関係を整理する。 
ケアマネジメントモデル（個人中心計画

モデル、ストレングス・ケアマネジメント

モデル）の実践における「ソーシャルキャ

ピタル」概念の有効性について考察を行う。 
これらのモデルに基づいた実践における

「ソーシャルキャピタル」概念の有効性と

課題について調査研究を行う。また、日本、

アメリカ、韓国におけるケアマネジメント

モデルの比較により、「ソーシャルキャピ

タル」概念の普遍性についても検討を行う。 
 
４．研究成果 

(1)ケアマネジメントモデルとしては、パー

ソンセンタードプランニング（以下ＰＣＰ）

に関しての文献収集と理論的な整理を行い、

このモデルをもとに事例分析も一部実施し、

ソーシャルキャピタルとの関係に関して調

査を実施した。その結果、ＰＣＰについてア

メリカ、イギリスを中心にこれまで数多くの



事例を用いた研究が報告されてきた。例えば、

入所施設からの地域移行や、障害児の卒業時

の就職支援、グループホームでの生活支援な

どにおける活用がある。「活動範囲の拡大」

「問題行動の減少」「選択や好みの表明」と

いった本人の変化に関する報告とともに、

「支援者チームが本人を個別的に捉えられ

るようになった」「本人たちが選択したこと

を実行するための支援を考えるようになっ

た」といった支援者側の変化も多く報告され

ている。以上のことからＰＣＰには多様な手

法が存在し、いずれの手法もインフォーマル

サポートの有効性が指摘されていた。 

(2)自立生活をしている重度障害者に関する

ケアマネジメントモデルに関する文献収集と

理論的な整理を行い、事例分析により考察を

行った。その結果、重度障害者の地域自立生

活を決断し、遂行するためには、地域環境に

おいてソーシャルキャピタルの豊富な地域で

の生活を選択している可能性が示唆された。 

特に、頸髄損傷者がいかなる葛藤、苦労を経

ながら、さまざまな工夫・支援等によって自

らの身体状況との折り合いをつけているの

かを ICF における（ソーシャルキャピタルを

含む）環境因子の重要性について考察した。 

(3)ソーシャルキャピタルの有効性を検討す

るために、当事者のクラブハウス活動に焦点

をあて、韓国における精神障害者に関わるク

ラブハウスの実践活動に関しても事例的な

調査を実施した。その結果、クラブハウスと

しての理念は共通していても地域のインフ

ォーマルサポートの関わり方によって、実践

活動の違いがみられた。韓国のテファ・ファ

ウンテンハウスで行った参加型アクション

リサーチでは、社会が作り上げた偏見や無理

解のために自分たちの人権が守られていな

いことを指摘する一方で、自分たちの前向き

な姿を社会に示すことも必要であることが

示された。これは社会の偏見を乗り越え自分

たちの人権を守るためには、単にその原因を

社会において非難するのではなく、現時点で

当事者個々人ができることを見つけ出し自

分の生を大切に作っていこうとする姿勢に

つながることが示唆された。 
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